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　２面　赤い羽根共同募金
　３面　善意の輪・老人クラブからの贈り物
　４面　船橋市社会福祉協議会のサービスいろいろ

小児歯科 矯正歯科 義　　歯 インプラント

〒273-0005 船橋市本町4-41-19セントラルビル3F　http://www.pearl-dental.com

・専属保育士常駐のプレイルーム・駐車場完備
・お電話でご予約を！

医療法人社団真珠会
パール歯科医院

047-424-1100PEARL
謹んで新年の

お慶びを申し上げます

　旧年中は一方ならぬご厚情を賜り、厚く
御礼を申し上げます

　新しき年の皆様のご健勝とご多幸をお祈
り申し上げます

　本年も変わらぬお引き立ての程、宜しく
お願い申し上げます

㈶船橋市生きがい福祉事業団

理事長　松 戸　　徹

　生きがい福祉事業団は、60歳以上の方、
心身障害者、母子家庭の主婦、寡婦の方を
対象に“健康と生きがい”という福祉的要
素のもとに働く機会を提供しています。

◇「ふなばし福祉」は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています◇

　
ふ
な
ば
し

声
の
広
報
連
絡
会
　

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
し
い
気
持
ち
で
門
出
を
お

迎
え
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

日
頃
よ
り
船
橋
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
並
々
な
ら
ぬ
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
気
候
が
不
順
で
、

ご
苦
労
な
さ
れ
た
方
々
も
お

　

平
成
18
年
3
月
策
定
し
た

「
船
橋
市
地
域
福
祉
活
動
計

画
」（
18
年
度
〜
22
年
度
）

の
検
証
お
よ
び
昨
年
3
月
に

市（
行
政
）が
策
定
し
た「
第

2
次
船
橋
市
地
域
福
祉
計

画
」（
22
年
度
〜
26
年
度
）

と
の
整
合
性
を
保
ち
な
が

ら
、
現
在
、「
第
2
次
船
橋

市
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
案
）」
を
策
定
中
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
24
地
区
社

協
会
長
会
議
で
説
明
を
行

い
、
12
月
に
は
住
民
説
明
会

を
5
ブ
ロ
ッ
ク
（
南
・
西
・

中
央
・
東
・
北
）
そ
れ
ぞ
れ

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
は
、
第
2
次
計
画
書
に
掲

載
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

民
生
・
児
童
委
員
と
主
任

児
童
委
員
が
３
年
に
一
度
の

改
選
期
を
迎
え
、
船
橋
市
で

は
昨
年
12
月
１
日
に
委
嘱
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
・
児
童
委
員
は
新
任

１
６
１
人
と
再
任
４
９
７
人

の
計
６
５
８
人
が
委
嘱
さ

れ
、
ま
た
、
そ
の
中
で
児
童

福
祉
問
題
を
専
門
に
担
当
す

る
主
任
児
童
委
員
は
新
任
19

人
と
再
任
29
人
の
計
48
人
が

委
嘱
さ
れ
て
新
た
な
３
年
の

任
期
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

船
橋
市
に
お
い
て
も
高
齢

化
の
進
行
は
全
国
的
な
傾
向

と
同
じ
よ
う
に
推
移
し
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
５
人

に
一
人
の
19
・
５
％
（
平
成

22
年
４
月
１
日
現
在
）
に
達

し
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
活

動
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
民
生
・
児
童
委
員

は
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
地
域
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、
自
治
会
お
よ
び
行
政
や

各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
更
な
る
地
域
福
祉
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

船
橋
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　

会　

長　

竹
澤　

勝
昭

　

副
会
長　

髙
橋　
　

強

　
　
　
　
　

若
生
美
知
子

　
　
　
　
　

北
爪　

信
三

　
　
　
　
　

永
田　

悦
和

　

会　

計　

川
中　

秀
作

（
写
真
右
上　

竹
澤
会
長
）

　視覚障がい者へのテープ吹き込みに
よる「声の広報」制作に従事して32
年になるボランティアグループです。
代表は成田泰子さん。1979年に「つ
くしの会」の13人で活動を始め、現
在は朗読の会や個人ボランティアの参
加を得て、女性20人が「市の広報紙」
と「市議会だより」をテープに吹き込
んでいます。市の協力を得て、利用者
に情報の遅れがないよう、紙面と同時
に｢声の広報｣を届けることができる
ようテープ作成をしています。このこ
とは船橋市の良き特徴であり、利用者

に喜ばれる要因のひとつです。昨年９
月にボランティア功労者厚生労働大臣
表彰を受け、永年の功績が認められま
した。
「ボランティアは楽しくなくちゃ！」
と明るく話してくださるメンバーの金
井さんも26年間活動を続けています。
「主婦がお互いをいたわりあい、協力
しながら勉強し、チームワークで活動
を続けることができました。何よりも
利用者が喜んでくださることがうれし
いです」という皆さんの謙虚な姿勢が
印象的でした。

（写真と文）白石ちとせ

ら
れ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し

ま
す
。
加
え
て「
無
縁
社
会
」

と
い
う
新
語
が
生
ま
れ
た
よ

う
に
、
ま
す
ま
す
地
域
の
き

ず
な
が
失
わ
れ
て
い
る
中
、

私
た
ち
地
域
福
祉
に
携
わ
る

一
人
と
し
て
の
使
命
は
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
「
第
２
次
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
の
策
定
実
施

に
当
た
り
、
住
民
参
加
と
支

え
合
い
に
よ
る
「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
24
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様
と

共
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
ブ
ロ
ッ
ク
住
民
説
明
会
の
模
様

第
2
次
船
橋
市
地
域
福
祉

活
動
計
画（
案
）策
定
中

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

石
井　

庄
太
郎

民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
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たくさんの“おもいやり をありがとうございます！“
 平成２３年１月 （２）№７１

メモリアルウエディング

ウエディングプラザ

営業のご案内
○ご婚礼  ○ご宴会  ○七五三祝
○ご法要  ○各種パーティー

福祉用具レンタル・販売

介護保険指定福祉用具貸与事業者

住 宅 改 修

株式会社スペースケア
船橋市栄町1-21-28　TEL・437-1111
営業時間　AM9：00～PM17：30／日・祝 休業
ショールーム　平日のみAM10：00～PM16：00

たくさんの“おもいやり をありがとうございます！たくさんの“おもいやり をありがとうございます！

　共同募金は 1947 年（昭和 22 年）に国民たすけあい運動として始
まり、赤い羽根共同募金として定着している誰もが知っている募金運
動です。
　共同募金のシンボルである赤い羽根を使うようになったのは、第 2
回目からです。アメリカで水鳥の羽を赤く染めて使っていたことや、
ヨーロッパでは勇気や善行の印として伝えられていることなどにヒン
トを得て、日本では不要になった鶏の羽を使用するようになり、今で
は共同募金のシンボルとして幅広く使われています。
　共同募金は、社会福祉法という法律をよりどころとして進められて
います。
　毎年 10月 1日から12月 31日を運動期間として、国や市町村では

なく、共同募金会という民間の団体によって、都道府県を単位として行
われている募金です。従って、災害時などの例外を除き、県内で寄付さ
れたお金は県内で使われます。その地域の実情に沿った使われ方がで
きるという特徴を持っています。また、寄付額が集まってから、使いみ
ちを決めるのではなく、事前に使いみちや集める額（目標額）を定め、
地域の福祉のための募金と配分に関する計画を立てる募金です。
　ご協力いただいた寄付金は、県内の社会福祉施設や県域で活動して
いる団体のほか、市町村の社会福祉協議会に配分され、民間の社会福
祉の活動資金として使われます。
　日本を含め海外においても 43の国と地域で、同じような募金が行
われています。〔2010 年（平成 22年）4月現在〕

赤 い 羽 根 共 同 募 金赤 い 羽 根 共 同 募 金赤 い 羽 根 共 同 募 金

　グラフでも分かるように、募金実績のうち、戸別募金の
占める割合が非常に高い傾向にあり、これは運動が始まっ
て以来、ほとんど変わっていない状況です。ただ募金額は、
平成７年度をピークに、全国的にも千葉県においても、右
肩下がりの状態で募金額が減少しています。共同募金は寄
付した方々の地域で生きる募金です。今後とも皆様の温か
いご協力をお願いいたします。

◀
こ
ん
に
ち
は
「
僕
も
協
力
す
る
ね
！
」

　

あ
り
が
と
う
！

皆様からの募金 千葉県共同募金会船橋市支会 千葉県共同募金会 翌年度配分 配分先

皆様からの募金の流れ

☆船橋市社会福祉協議会（船橋市の募金総額の 60％が還元されます。） ☆県内の社会福祉施設・団体（船橋市の募金総額の 40％が使われます。）

○リフトカー貸し出し事業・お休み処運営事業・安心登録カード事業・
福祉団体への支援
○広報『ふなばし福祉』年３回発行・おもちゃの図書館運営事業・身体
障がい者行事
○子育てサロン事業・ミニデイサービス事業　　など

○社会福祉施設の車両購入（41施設　高齢者・身体障がい者・知的障が
い者・児福祉施設・精神障がい者・生活訓練施設）・大規模災害対応準備
金・災害見舞金　など
○福祉団体への助成（千葉県社会福祉協議会・NPO法人ほか 36 団体）
など

配 分 先 （主に下記のような事業に使われています。）

募 金 方 法 主に以下の方法でお願いしております。

戸別募金 ・・・自治会・町会を通じて各世帯に。

法人募金 ・・・法人や企業に。

職域募金 ・・・官公庁の職員に。

学校募金 ・・・市内の小学校・中学校・高等学校・専門学校などに。

街頭募金 ・・・駅頭などで通行人などに。

募 金 実 績 （平成 21年度） 船橋市  29,925,816 円 千葉県  491,138,713 円（全国第 9 位）

戸別
法人
職域
学校
街頭他

船橋市

92.4%

2.7%
0.8% 2.8% 1.3%

戸別
法人
職域
学校
街頭他

千葉県

78.6%

7.8%

4.2%

3.3% 6.1%



 平成２３年１月№７１（３）

太 寿

毎　週
月曜日

午後１時
～午後４時

正午
～午後３時

正午
～午後３時

正午
～午後３時

午後１時
～午後４時

第1・3・5
火曜日

毎　週
水曜日

毎　週
木曜日

第1・3・5
金曜日

船橋市福祉ビル３階（本町2-7-8）
※中央相談所のみ電話相談有り☎047-431-8923

塚田公民館（前貝塚町601-1）

薬円台公民館（薬円台5-18-1）

高根台公民館（高根台1-2-5）

ＪＡ市川市三咲支店
（二和東6-44-1）

①中央相談所

②塚田相談所

③薬円台相談所

④高根台相談所

⑤三咲相談所

　平成22年４月から塚田と三咲の開催日程が変更となりました。秘密は
厳守、どうぞお気軽にご利用ください。応談は地区の民生児童委員です。

心配ごと相談

  

み
な
さ
ま
か
ら
の
会
費
が
、
地
域
福
祉
を
支
え
て
い
ま
す

〜
会
費
納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
民
間
団
体
と
し
て
地
域
福
祉
事
業
な

ど
を
進
め
て
お
り
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
促
進
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
か
ら

納
入
し
て
い
た
だ
く
会
費
が
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
会

費
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
福
祉
活
動
を
直
接
的
・
間

接
的
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
24
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、

「
支
え
合
い
」
と
「
い
た
わ
り
合
い
」
の
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑴
　
賛
助
会
費
（
町
会
・
自
治
会
に
お
願
い
し
て
）
　

　
　
年
額
１
世
帯
　
３
０
０
円

　
（
納
め
て
い
た
だ
い
た
会
費
の
う
ち
40
％
相
当
額
は

　
　
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
充
て
ら
れ
ま
す
）

⑵
　
特
別
会
費
（
個
人
会
費
）
年
額
１
口
　
１
０
０
０
円

⑶
　
法
人
会
費
（
会
社
関
係
）
年
額
１
口
　
１
０
０
０
０
円

⑷
　
団
体
会
費
（
各
種
団
体
）
年
額
１
口
　
１
０
０
０
０
円

　
　
　
　◎
振

　込

　先

　
市
内
各
郵
便
局
　

　
　
口
座
番
号
　
０
０
１
２
０
―
５
―
４
６
６
５
７

　
　
船
橋
市
本
町
２
丁
目
７
番
８
号
　

　
　
社
会
福
祉
法
人
　
船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
銀
行
振
込
先
　
千
葉
銀
行
船
橋
支
店

　
　
口
座
番
号
　
１
４
７
９
４
５
０

　
　
社
会
福
祉
法
人
　
船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
会
長
　
石
井
　
庄
太
郎

　
※
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

８　

月　

分

○
３
８
３
０
円　

医
療
セ
ン

タ
ー
売
店
募
金
箱
○
７
４

７
６
円　

た
か
だ
ま
さ
あ

き
（
夏
見
）
○
10
万
円　

新

日
本
舞
踊
本
家
家
元
藤
乃
千

代
寿
○
５
０
０
０
円　

荒
井

勢
津
子
（
宮
本
）
○
２
万
円　

山
前
田
康
子
（
三
山
）
○
３

０
０
０
円　

安
達
マ
ツ
子

（
北
本
町
）
○
10
万
円　

西

口
晶
子
（
飯
山
満
町
）
○
１

万
円　

鳥
光
昌
江（
東
船
橋
）

○
９
９
４
２
円　

福
祉
バ
ス

「
ふ
れ
あ
い
」
募
金
箱
○
７

万
３
９
３
０
円　

日
本
善
行

会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
名
流
会
○

１
万
27
円　

㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
、
１

６
２
万
６
４
９
２
円
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
毎
年
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
が
「
一
円
玉

募
金
活
動
」
と
し
て
集
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
ご
持
参
さ
れ
た
募
金
は
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
寄
付
金

と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域
福

祉
推
進
の
た
め
の
事
業
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
古
切
手

も
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
心
登
録
カ
ー
ド
事
業
は
、

市
社
協
と
地
区
社
協
が
事
業

実
施
主
体
と
な
り
、
各
地
区

の
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議

会
（
民
生
児
童
委
員
）
お
よ

び
地
区
町
会
自
治
会
連
絡
協

議
会
（
町
会
自
治
会
長
）
の

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
得
て

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
、
事
業
が
進
め
ら
れ

　
こ
の
古
切
手
は
換
金
さ
れ

て
、
地
域
福
祉
に
活
用
、
ま

た
海
外
の
医
療
・
保
健
等
の

充
実
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
善
意
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

車
椅
子
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
歩
行
が
困
難
で
日
常
生
活

に
車
椅
子
が
必
要
な
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
市
社
会
福
祉

協
議
会
お
よ
び
各
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
（
湊
町
と
本
町

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
除

く
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
料
は
１
日
あ
た
り
70

円
で
す
。
貸
出
期
間
は
、
２

カ
月
を
最
長
と

し
て
い
ま
す
。

※
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
で
ご

利
用
の
際
に
は
、

保
有
台
数
が
限

ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
お
電
話

に
て
事
前
の
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
受
け
付
け　

月
〜
金
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
）

※
車
椅
子
は
大
人
用
の
一
般

型
の
み
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の「
安
心
登
録
カ
ー
ド
」

は
、
災
害
時
ま
た
は
緊
急
時

に
要
援
護
者
の
方
々
（
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
・
高
齢
者
の
み
世
帯
・

も
し
く
は
日
中
高
齢
者
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
う
世
帯
・
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
）
の
救

援
や
支
援
が
迅
速
に
行
え
る

よ
う
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

22
地
区
社
協
で
実
施
さ

れ
、
3
千
7
0
3
人
（
22
年

11
月
末
現
在
）
の
方
々
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
登

録
者
（
要
援
護
者
）
の
支
援

体
制
に
つ
い
て
各
地
区
と
協

議
検
討
を
行
い
、
ま
た
行
政

が
進
め
て
い
る
災
害
時
の

「
要
援
護
者
支
援
体
制
づ
く

り
」
と
の
連
携
を
図
り
、
市

社
協
・
地
区
社
協
が
一
体
と

な
り
、
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

テ
ィ
・
ソ
ル
コ

９　

月　

分

○
６
３
１
６
円　

た
か
だ
ま

さ
あ
き
（
夏
見
）
○
５
０
０

０
円　

荒
井
勢
津
子（
宮
本
）

○
１
万
円　

鳥
光
昌
江
（
東

船
橋
）
○
１
万
６
１
０
７
円　

若
生
珠
穂
会

○
２
４
４
１
円　

船
橋
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
女

性
部
○
３
０
０
０
円　

安
達

マ
ツ
子
（
北
本
町
）
○
１

万
６
３
５
６
円　

㈱
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ
ル
コ

10 

 
月　

分

○
１
６
２
万
６
４
９
２
円　
　

船
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

一
円
玉
募
金
○
８
４
５
７

円　

た
か
だ
ま
さ
あ
き
（
夏

見
）
○
１
万
円　

鳥
光
昌
江

（
東
船
橋
）
○
10
万
円　

藤

乃
千
代
実
（
習
志
野
台
）
○

３
万
円　

花
の
会
○
５
０
０

０
円　

荒
井
勢
津
子（
宮
本
）

○
３
０
０
０
円　

安
達
マ
ツ

子
（
北
本
町
）
○
５
７
３
９

円　

㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・

ソ
ル
コ
○
50
万
円　

木
村
卓

生
（
上
山

町
）
○
15
万

円　

村
中

駿
博
（
高
根

台
）
○
１
万
円　

船
橋
ジ
ャ

ズ
体
操
グ
ル
ー
プ
・
ス
ポ
健

東
部
コ
ミ
と
そ
の
仲
間
た
ち

11 

 
月　

分

○
７
６
２
５
円　

た
か
だ
ま

さ
あ
き
（
夏
見
）
○
１
万
円　

鳥
光
昌
江
（
東
船
橋
）
○
５

０
０
０
円　

荒
井
勢
津
子

（
宮
本
）
○
３
０
０
０
円
安

達
マ
ツ
子
（
北
本
町
）
○
１

万
１
４
６
３
円　

㈱
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ
ル
コ
○
３

万
円　

山
口
の
り
子
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
○
２
万
円　

山
葵
の
会
○
13
万
３
８
９
０

円　

船
橋
市
赤
十
字
奉
仕
団

○
16
万
円　

船
橋
市
生
活
学

校
運
動
推
進
協
○
10
万
円　

藤
乃
千
代
藤
（
松
が
丘
）
○

車
椅
子
２
台　

車
椅
子
レ
ク

ダ
ン
ス
普
及
会
船
橋
支
部

（
敬
称
略
）

善
意
の
輪

善
意
の
輪

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
贈
り
物

「
一
円
玉
募
金
・
古
切
手
」

安
心
登
録
カ
ー
ド
事
業

お
よ
び
進
捗
状
況

車
椅
子
を
お
貸
し
し
ま
す
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現
行
の
常
用
漢
字
表
が

29
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
、

１
９
６
字
追
加
さ
れ
た
「
改

定
常
用
漢
字
表
」（
２
１
３
６

字
）
が
昨
年
11
月
30
日
に
内

閣
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
徴
の
一
つ
は
追
加
漢
字

を
使
う
こ
と
で
、
漢
字
、
仮

名
の
「
交
ぜ
書
き
」
が
改
善

さ
れ
、「
親
ぼ
く
会
」
は｢

親

睦
会｣

、「
ほ
乳
類
」
は
「
哺

乳
類
」、「
破
た
ん
」
は
「
破
綻
」

な
ど
と
理
解
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

追
加
漢
字
を
活
用
し
て
、

分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す

い
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 （
Ｎ
・
Ｙ
）

発　

足　

平
成
13
年

会
員
数　

9
人

代
表
者　

塚
本　

み
ね
子

習
志
野
八
丁
目
町
会

ほ
っ
と
の
会

回
訪
問
。
定
例
会
を
月
１

回
行
い
ま
す
。
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
を
、
合
わ
せ
て
年
３

回
計
画
。
地
区
社
協
の
福

祉
ま
つ
り
手
伝
い
も
恒
例

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
は
町
会
敬
老
会
に
も
接

待
係
と
し
て
参
加
し
、
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
話
題
に
な
る

の
は
、利
用
者
さ
ん
が
減
っ

た
こ
と
で
す
。
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
P
R
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
社
会

な
の
で
今
後
の
課
題
で
す
。

　

高
齢
者
・
お
一
人
暮
ら

し
の
方
の
安
否
確
認
と
話

し
相
手
。
利
用
者
さ
ん
の

様
子
で
週
１
回
か
ら
月
１

あ
と
が
き

情報伝達のさらなる可能性を信じて.. .
現在の情報伝達方法だけに固着することなく
好奇心と技術力で新たになニーズに対応し
独自のグランドデザインを描きながら

市場と顧客から支持される企業を目指します。

■本社・工場：〒273-0014 千葉県船橋市高瀬町32番地
TEL.047-431-9166(代）FAX.047-433-6232
http://www.shinposha.co.jp  E-mail：info@shinposha.co.jp    
■つくば支店：〒305-0035 茨城県つくば市松代2丁目2-1
TEL.029-863-1888  FAX.029-863-1889
E-mail：tsukuba@shinposha.co.jp

印刷に関する事はなんでもお問い合せください。

豊富な実績と確かな技術。
コミュニケーションツールのことなら

私達におまかせください。

◇みんなで見守り活動＝安心して住み続けられるまちづくりを目指して◇

市
役
所
ロ
ビ
ー
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

　
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

子
育
て
サ
ロ
ン
ほ
か

　
 　

地
区
社
協
の
事
業
は
皆

さ
ん
の
会
費
が
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
会
費
納
入
に

ご
協
力
を
! !

　
不
要
入
れ
歯
も
大
切
な
資

源
で
す
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

○
船
橋
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登

録
・
派
遣
・
依
頼
者
の
調

整
を
し
ま
す
。

23
年
２
月
12
日
㈯　
午後
１
時
〜
４
時

宮
本
公
民
館　
講
堂

講
演
『
地
域
ケ
ア・在
宅
介
護
の
実
情
』

大
穴
北
在
宅
介
護
セ
ン
タ
ー
長　
大
谷　
明
子
氏

舞
台
発
表　
腹
話
術・日
舞
・腹
踊
り

23
年
３
月
16
日
㈬　
午後
１
時
〜
４
時

高
根
台
公
民
館　
講
堂

講
演
『
論
語
に
学
ぶ
救
命
の
こ
こ
ろ
』

了
現
寺
大
学　
進
藤　
英
幸
教
授

舞
台
発
表　
心
肺
蘇
生・詩
吟
・花
ふ
き
ん

　

 　
災
害
時
や
緊
急
時
、
地

域
み
ん
な
で〝
あ
な
た
〞を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
は
各
地
区
社
協
へ
。 　

登
録
し
て
（
60
歳
以
上
）

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
入
浴
・

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
一
日
楽
し
く

過
ご
せ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
、
船
橋
市
社
会

福
祉
協
議
会
石
井
会
長
と
船

橋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
井
出
会
長
の
挨
拶
で
開

会
。
参
加
者
は
１
２
０
人
。

講
演
　「
市
民
の
交
流
と
学

習
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

聖
徳
大
学　
福
留　
強
教
授

舞
台
発
表　
ボ
ラ
連
協
会
員

　
習
台
玉
す
だ
れ
同
好
会

　
手
話
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
汐
風

交
流
・
懇
談
会
の
後
閉
会

　

 〝
買
い
物
や
通
院
の
途
中

に
ひ
と
休
み
〞

　
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
利
用
料
１
０
０
円

　
　
ホ
ッ
と
こ
ろ
咲
が
丘

　
　
（
二
和
向
台
駅
そ
ば
）

　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
海
神

　
　
（
海
神
駅
隣
）

　
　
ほ
っ
と
ス
ク
エ
ア
夏
見

　
　
（
夏
見
台
中
央
公
園
隣
） 　

車
椅
子

　

 

利
用
料
…
１
日
70
円

　

 

地
区
社
協
で
も
借
り
ら
れ

ま
す
。（
本
町
・
湊
町
は
除
く
）

　
リ
フ
ト
カ
ー

　
（
車
椅
子
の
ま
ま
乗
車
）

　

 

利
用
料
…
１
日
市
内
５
０

０
円
・
市
外
１
０
０
０
円

　
ガ
ソ
リ
ン
満
タ
ン
で
返
却
。

　

 　
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　

 

○ 

預
貯
金
の
出
し
入
れ
、

公
共
料
金
な
ど
の
支
払

い
代
行
。

　

 

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援

助
、
財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス

な
ど
。

地
区
社
協への

支
援

共
同
募
金
事
業

不
要
入
れ
歯

リ
サ
イ
ク
ル

車
椅
子
・

　

リ
フ
ト
カ
ー
の

貸
し
出
し

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
『
ぱ
れ
っ
と
』

☎
４
３
１-

７
５
６
０

お
休
み
処
の

運
営
（
た
だ
今
３
ヵ
所
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
ティ
ア
交
流
の
集
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

安
心
登
録

カ
ー
ド
の
推
進

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
東
・
西
・
南
・
北
・
中
央
の
５
セ
ン
タ
ー
の

う
ち
南
と
中
央
の
２
セ
ン
タ
ー
を
運
営
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
面
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
編
集
会　

毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
か
ら
４
時

・
人　

数　

若
干
名

・
場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
内

・
問
い
合
わ
せ　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボランティアリーダー講習会
福留　強　聖徳大学教授（円内写真）

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
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船橋市ボランティアセンター講座
どなたでも参加できます

☎431-8808

船橋市社会福祉協議会 ☎ 431-2653
の

サービスいろいろ


